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第 15 回東アジア POPs モニタリングワークショップ 
議長総括 

 
座長: 袖野玲子（日本、芝浦工業大学） 
 柴田康行（日本、国立環境研究所） 
参加者： 別添１ 
 
1 第 15 回東アジア POPs モニタリングワークショップは、フィリピン共和国、メトロマニラの

サヴォイ ホテル マニラで 2023 年 11 月 28 日に開催された。 
 
2 このワークショップは、日本国環境省（MOEJ）およびフィリピン共和国環境天然資源部

（DENR）によって開催され、9 か国 （カンボジア、インドネシア、日本、ラオス、モンゴル、
フィリピン、シンガポール、タイ、ベトナム）の政府関係者および技術専門家、バーゼル ・ロ
ッテルダム ・ストックホルム条約（BRS）の事務局、国際連合環境計画（UNEP、オンライン
参加）、およびカナダ環境省の専門家がワークショップに参加した。 
 

3 本ワークショップの事務局である日本環境衛生センター（JESC）の塩崎卓哉氏が開会し、ホ
スト国の代表者を最初の演者として迎えた。 
 

4 環境省環境安全課の吉川恵子課長及びフィリピン環境管理局のエスペランザ・サフール副局長
から開会のあいさつが行われた。 
 

5 芝浦工業大学（SIT）の袖野玲子教授と国立環境研究所名誉研究員の柴田康行氏がワークショ
ップの座長および共座長に指名された。参加者は議題案を確認し、承認した。 

 
（背景と目的） 
6 参加者に対して以下の発表が行われた。 
(1) 第 15 回ワークショップの紹介（環境省：福澤学氏） 
(2) これまでの東アジア POPs モニタリングプロジェクト （POPsEA プロジェクト）の概要 （事

務局：塩崎卓哉氏）による。 
 
（POPsEA プロジェクトの能力構築の実施に関する検討） 
7 参加者は以下のプレゼンテーションに注目しました： 
(1) POPsEA プロジェクトの能力構築の進捗と将来計画、塩崎卓哉氏） 
(2) POPs 分析の能力構築の状況（タイとフィリピンの代表者） 
 
8 参加者は、能力向上に際しての重要な課題に言及し、標準溶液等の調達を容易にすること、分

析技術に関する蓄積された情報を改善することの重要性を認識した。 
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9 モンゴルの参加者から POPs 分析の能力構築への参加に対する期待が表明された。 
 
10 参加者は、モニタリング項目の範囲拡大のために、大学との効果的な連携の重要性を認識した。 
 
11 参加者は、大韓民国による POPs 分析トレーニングコースの成果と将来の実施に注目した（ビ

デオ）。 
 
（第三回グローバルモニタリングレポートおよび将来の POPs モニタリングに対する効果評価） 
12 参加者に対して以下の発表が行われた。 
(1) 第三回グローバルモニタリングレポートの要約およびストックホルム条約の効果評価の進捗

（BRS 事務局：Kei Ohno WOODALL 氏） 
(2) POPs モニタリングの将来的な持続可能性に関する検討、Haosong JIAO 氏（UNEP）による。 
 
13 参加者は、POPsEA プロジェクトと GEF プロジェクトの持続的な連携への期待を認識した。 
 
（加盟国における POPs モニタリングの将来的な活動の検討） 
14 参加者に対して、カンボジア、インドネシア、日本、ラオス、モンゴル、フィリピン、シンガ

ポール、タイ、ベトナムの代表者による POPs モニタリングの将来的な活動に関する発表が行
われた。 

 
15 参加者は、この地域の POPs モニタリングネットワークの枠組みとしての POPsEA プロジェ

クトのもとでの加盟国間の相互協力と継続的なコミュニケーションの重要性に注目した。 
 
16 事務局は、PCBs の分析について、モニタリングの目的に応じた分析手法の選択の重要性を指

摘した。さらに、グローバルモニタリング計画のガイダンスドキュメントでは、モニタリング
地点、異性体および同分異性体の数に関する要件はないことが指摘されている。 

 
17 参加者は、POPs モニタリングの実施頻度の必要性に注目し、モニタリング頻度は各国の能力

に応じて決定できると認識した。 
 
18 参加者は、日本における POPs モニタリング調査のための POPs 化学物質の選択に注目し、

適切な頻度でのモニタリングのための POPs 化学物質の選択の重要性を認識した。 
 
19 参加者は、日本のモニタリングフレームワークの構造として POPs モニタリングの実施に民間

の試験検査研究所の利用に関心を寄せた。 
 
ワークショップは 2 日目に政策部会と専門家作業部会に分かれて開催された。 
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Associate Programme Management Officer 
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別添２ 

第 10 回政策グループ会合 概要報告書 
 

2023 年 11 月 30 日 
 
議長： 袖野玲子（日本、芝浦工業大学） 
参加者： Channarith RO（カンボジア） 
 Fery WIHASTORO（インドネシア） 
 福澤学（日本） 
 Aloune SAYAVONG（ラオス） 
 Enkhtuul SURENJAV（モンゴル） 
 Jose Joel Dedace MALEON（フィリピン） 
 Jia Lin Nikki LEE（シンガポール） 
 Piyanan UDOMTANG（タイ） 
 Yen Thanh NGUYEN（ベトナム） 
 Kei Ohno WOODALL（BRS 事務局） 
 中野武（日本、大阪大学） 
 鈴木規之（日本、国立環境研究所） 
 塩崎卓哉、押切彩香（事務局、日本環境衛生センター） 
  
 
2023 年 11 月 29 日の全体会議のまとめを確認した後、政策グループ会議を開始した。 
 
(POPsEA の将来計画） 
1 事務局より、POPsEA バックグラウンドモニタリングの今後の実施計画について説明があっ

た。 
 
2 参加者は、POPs モニタリングの実施手順について、実施場所の選定や実施間隔を明確化し、

実施への拠出レベルは加盟国の能力と予算準備に応じて検討されることを認識した。 
 

3 参加者は、タイにおける POPs サンプリングは、タイ政府の承認を得た後、2024 年に実施
する予定であり、さらに、キャパシティビルディングプログラムの進捗状況に応じて、モニタ
リング活動全般を実施する可能性があることを認識した。 

 
4 参加者から、地域における相互協力の重要性を指摘がされた。 
 
5 本会議で UNEP から説明された GEF プロジェクトの今後の実施を考慮し、加盟可能な国

を GEF プロジェクト に適用するための準備の重要性が指摘された。 
 

6 参加者は、2027 年に COP に提出されるモニタリングデータは、地域モニタリング報告書で



ある GMP4 で対応することを明らかにした。 
 

7 参加者は、モニタリング結果はデータの質検証後に実施国に報告されることを明確にした。 
 

8 カンボジアのシアヌークビルとベトナムのタムダオのモニタリングサイトは、開発が進んで
いるため移転が検討された。 

 
9 POPsEA に基づくバックグラウンドモニタリングの今後の実施計画は、別添３（省略）のと

おりとした。 
 

10 参加者は、事務局による POPsEA の下でのキャパシティ・ビルディング活動の将来計画のプ
レゼンテーシ ョンに留意した。 

 
11 参加者は、中核研究所のキャパシティビルディングプログラムへの参加手順を明確にした。

中核研究所の指名に関する文書は、事務局からプログラムに参加する意思のある国に送られ
る。中核研究所の追加指定は、POPsEA プロジェクトの予算制限の中で検討される。 

 
12 参加者は、中核研究所のキャパシティ・ビルディング・プログラムの対象となる新規 POPs を

含む POPs 化学物質が、それぞれの開催国の優先順位に従って検討されたことを認識した。 
 
13 参加者は、得られた技術や知識を持続可能な形で継承していくことの重要性を認識した。 
 
14 参加者は、POPsEA の下でのキャパシティビルディング活動の将来計画に合意した。 
 
(POPsEA ワークショップ議長サマリーの再確認） 
15 参加者は、事務局による POPsEA ワークショップ議長サマリーの再確認に関する提案に留

意した。 
 
16 参加者は、過去の成果、主要合意、技術文書を含む情報共有のためのプラットフォームを整理

し、 より活用しやすくすることの重要性を指摘した。事務局は、上記の目的で POPsEA 活
動に関するウェブサイトの作成を検討すべきである。 

 
17 参加者は、POPsEA ワークショップの議長サマリーの再確認に関する提案に合意した。 
 
(次回 POPsEA ワークショップの提案） 
18 事務局より、次回 POPsEA ワークショップの開催地として日本を 2025 年に提案した。参

加者はこの提案に同意した。 
 

以上 
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第 11 回専門家作業グループ会合概要報告書 
 

2023 年 11 月 30 日 
 

議長： 柴田康行（日本、国立環境研究所） 
参加者： Visal VAT（カンボジア） 
 Yunesfi SYOFYAN（インドネシア） 
 高澤嘉一（日本、国立環境研究所） 
 Phetdala FAYKHAO（ラオス） 
 Undrakh NERGUI（モンゴル） 
 Roger Jr. Cayaban EVANGELISTA（フィリピン） 
 Natasha Binte JAMALI（シンガポール） 
 Suwanna BOONTANON（タイ） 
 Hue Thi Minh NGUYEN（ベトナム） 
 Tomaz HARNER（カナダ、カナダ環境省） 
 Takeshi NAKANO（日本、大阪大学） 
 梶史生（事務局、日本環境衛生センター） 
 
柴田康之議長より開会の挨拶と議事概要の説明が行われた。 
 
(POPsEA における POPs モニタリングの進捗と結果について） 
1 参加者は、カンボジア、モンゴル、韓国、日本の代表団からそれぞれ報告された、カンボジ

ア・シアヌークビルでの共同モニタリング結果、モンゴル・テレジでのサンプリング活動、韓
国・済州島でのスーパーサイトモニタリング結果、日本・辺戸でのスーパーサイトモニタリン
グ結果が紹介された。 

 
(POPsEA における POPs モニタリングの進捗と結果） 
2 参加者は、カンボジア、モンゴル、韓国、日本の代表団からそれぞれ報告された。カンボジア

のシアヌークビルにおける共同モニタリングの結果、モンゴルのテレルジにおけるサンプリ
ング活動、韓国の済州島におけるスーパーサイトモニタリングの結果、日本の辺戸における
スーパーサイトモニタリングの結果に留意した。 

 
3 参加者は、韓国と日本のスーパーサイトモニタリング活動を歓迎した。両国の長期トレンド

データは、独自の QA/QC メカニズムにより検証されたものであり、ストックホルム条約の
有効性評価の基礎となるものであった。 

 
4 QA/QC 評価に基づき、参加者はカンボジアの有機塩素系農薬およびクロロベンゼン類に関

するアクティブサンプリング（HV）およびパッシブエアサンプリング（PAS）データの大半
を受け入れることに合意したが、HV によるディルドリンとアルドリンのデータは例外であ
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った。参加者は、HV によるクロルデン類と -HCH のデータの信頼性が低いことを指摘した。 
 
5 参加者は、HV と PAS による一部の PCB の二重測定について、高いブランク値と不一致を

指摘し、カンボジア代表に対し、JESC と共同で全 PCB の詳細評価を実施し、結果を EWG
メンバーに報告するよう要請した。 

 
(POPsEA における PAS の評価と検討） 
6 参加者は、Tom HARNER 氏（Environment Canada）による GMP におけるパッシブエアモ

ニタリングの意義と可能性、梶史生氏（事務局）による POPsEA におけるパッシブエアモニ
タリングの実施結果と今後の検討についての発表に留意した。 

 
(ヘキサクロロ-1,3-ブタジエンとデクロランプラスのサンプリングと分析法） 
7 参加者は、事務局よりヘキサクロロ-1,3-ブタジエンのサンプリング方法と POPsEA における

対象 POPs への追加の可能性について、中野武教授（大阪大学）よりデクロランプラスのサ
ンプリング・分析方法と日本における動向について発表があった。 

 
8 フィリピン代表より、キャニスターサンプリングによる HCBD モニタリングの可能性につい

て質問があった。議長は、キャニスター法では大気中の HCBD の分析感度が不十分であるこ
とを指摘した。ベトナム代表より、日本の HCBD モニタリング方法の入手可能性について質
問があり、事務局は関連情報をベトナム代表と共有することに合意した。 


